
１年英語科　学習指導案　　　　　　　　　　　　　　　授業者　西平美保

１　単元の概要
単元名　「外国人観光客と話してみよう！ ～東京で ワールドワイドな 経験を～」　
授業の概要：訪日外国人観光客数が6月に300万人を超え（過去最高）、その多くは東京を訪れていて
我々が出会う機会も多い。国籍はバラエティに富んでおり、コミュニケーション手段として英語が使え
る人も多い。時代の好機を利用して生徒に外国語による対面コミュニケーションを経験させたい。

目標 評価規準 評価資料

知識
技能

一般動詞、be動詞の両方の学習を終え、三

人称の動詞の使い方の定着を図る。（現在進

行形にも触れる。）

・三人称（代名詞）の主語と動詞の関連を正しく理解し

て使うことができる。

・現在進行形を理解して使うことができる。

質問メモ
(発表原稿)

思考
判断
表現

街中の外国人観光客との会話という相手の

発話を予想できない状況において、その場

の状況を判断しながらコミュニケーションを

図る。トピックをある程度決めておくことで

コミュニケーションの円滑化を図る工夫も。

・聞きたいことを適切な英語で表現できる。

・不測の事態への対応も事前に考えておくことができ

る。予期せぬ展開に対して適切に対応できる。

・相手の話した英語を（可能な範囲で）再現して教室で

報告できる（三人称関連の事項を正しく使える）。

現場での会話
の再現（スライ
ド）

主体的
に学習
に取り
組む態
度

日本を選んで来ている観光客なので、彼ら

への関心や敬意を持ちながら、友好的な態

度で積極的に話しかけたり、相手の英語を熱

心に聞こうとしたりできる。地図の活用。

・相手の背景や現在の状況に関心を持っている。

・インタビューに際して、チームワークや自分の得意を

活かした積極性が感じられる。

・教室への報告に創造性や積極性が感じられる。

相互評価用紙



２　単元の展開

１
（９月）

授業の構想の説明、グルーピング（含：課外）、東京の外国
人観光客事情と授業者の体験の説明、等

2
（10月
上旬）

当日相手に聞きたいこと（英語）をグループで考える。ま
た、想定できる事態をリストアップし（相手が英語を使え
ないなど）、その場合にどう対応するかを考えておく。

課外
【校外】

休日を利用して、外国人観光客に話しかけ、その記録を
とっておく。

3
（直前）

当日のやりとりを報告発表するために、スライド作成を
行う。

4
（直前）

スライド発表に向けての練習。

5
（本時）

発表と相互評価。

(6)
（12月～
3学期）

過去形を学ぶ頃に、この体験を過去形で作り直したもの
を、5月の国際交流プログラムで交流した外国人生徒（各
クラス２名、国籍色々）に送信して、交流第２弾を行う。

１　挨拶と本時の流れの確認。（5分）

２　発表（４分✕９グループ）（36分）
[目的] 街中での外国人観光客へのインタービュー
　　　 体験を、クラスに英語で報告する。
(1)スライドを使ってグループごとに発表。
　・冒頭に、➀月日、➁場所、➂相手の国と組数     
     （家族や友人同士などの形態を含む）を伝える。
　・当日のやりとり（一人称、二人称）の全部ある　　   
いは一部をスライド上で再現。
　・やりとりを三人称でまとめてみる。
　・授業者からの質問（三人称）に答える。
　・日本語で一言感想を。
(2)同時進行で、発表を聞きながら、簡単な相互評価　 
を記入する。
３　発表後の自己評価（9分）
   ・グループごとに本発表の自己評価を行う。
   ・時間があればそれをいくつか発表してもらう。

単元の流れ　（全５時間）
本時（５／５時）の流れ

本時の目標
外国人観光客へのインタビューとその場の会話の実
際を、客観的に報告する。

課題解決学習

外国人観光客との会話にチャレンジし、想定外の展開にも

知恵を出し合って乗り越える。またそれをクラスに報告す

る。



本単元での、創造的思考を引き出す実生活・実社会とのつながり

➀ まずは授業者が外国人観光客と話してみ
て体験談披露。心理的ハードル軽減。

➁ クラス内グルーピング、日程調整、
   体験時の注意、保護者協力依頼が必要。

● 外国人観光客との対面会話の経験を、聞
き手に対して、三人称主語の英語で客観
的に語れるようになろう。
　

● 各グループの情報を持ち寄ることで、様々
な出身や母語を持つ外国人が現在に日本
に来ていることを実感する。

➂事前準備には、白地図、ジャンルカード、
英語レベルカード、おみやげも。

実生活から英語科授業へのつながり

● 今後は気軽に街中の外国人と会話できる
かも。授業で得た知識や感想を、他クラス、
家族、学校外の友人等に広めよう。

● 過去形を学習する頃にこの体験を過去版
に作りかえて、１学期の国際交流プログラ
ムの外国人生徒にスライドかビデオで報告
する。感想をもらえるとなお良い。

英語科授業から実生活・実社会へのつながり
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➁グルーピング例（■＝名字を一部伏せ字）



➁保護者宛お便り（裏面は、 Google Classroom の生徒向け注意事項のコピー）



◆その他、授業者用の準備と、生徒に提示した事前学習用の題材など

１．訪日外国人観光客についての統計

　訪日外客数（2024 年各月の推計値） 訪日外客統計｜JNTO（日本政府観光局）

　   5 月⾼3,040,100 人、3 か月連続で 300 万人を超える 

　　6 月⾼3,135,600 人、単月として過去最高を記録

　　7 月⾼3,292,500 人、2 か月連続で単月過去最高を記録

　　8 月⾼2,933,000 人、7 か月連続で同月過去最⾼を更新

２．訪日外国人観光客を扱ったインターネット動画

＊＜訪日外国人まとめ＞とんかつ求めて日本に？／空き家に熱視線？／意外なニッポン土産／昭和レトロ

にハマる？（Nスタ特集まとめ） https://www.youtube.com/watch?v=1Qsb2tPHAKc

＊小学生が外国人観光客にインタビュー

　・ニッセイト英語専門教室   https://www.youtube.com/watch?v=IgcVyWk6D5Q

　・北陸朝日放送公式チャンネル   https://www.youtube.com/watch?v=e1nxBHonbx0

https://www.jnto.go.jp/statistics/data/visitors-statistics/
https://www.youtube.com/watch?v=1Qsb2tPHAKc
https://www.youtube.com/watch?v=IgcVyWk6D5Q
https://www.youtube.com/watch?v=e1nxBHonbx0


３．一人称・二人称のやりとりを三人称で語る練習

  (1) お見合いごっこ（４人グループの場合）

　   　お見合いの場面で、内気な若い男女双方の隣に、

　 　迷惑にも出しゃばりな親が居るという設定。

　　 　娘（息子）が小声で喋るたびに、親が大声で大げさに

    　アピールする。お節介にも、子どもが言わないことまで

    　言う親を演じる。娘（息子）役と親役は交替する。

   　　 Son：I… like… manga….. 

       Parent：HE LOVES MANGA!!!  HE READS △△!!  

 (2) 通訳ごっこ（３人グループの場合）

    日本語しか分からないＡと、英語しか分からないＢは、意思疎通ができないので、

両言語が分かる通訳Ｃが仲介して会話を進める。ローテーションでＡＢＣ全部の役をする。

　　　　　　　　★以上、教科書「NEW CROWN １」（三省堂）Lesson 4 USE Speak のアレンジ


